
　

下
京
区
の
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
仕
事

や
下
京
へ
の
想
い
な
ど
を
伺

う
連
載
で
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
の
市
の

「
空
き
家
活
用
×
ま
ち
づ
く

り
」
モ
デ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
選
定
さ
れ
、
島
原
エ
リ

ア
に
あ
る
空
き
家
を
改
修
し
、

新
た
な
文
化
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
「
～
糸
で
つ
な
が
る
33
ｍ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
～
ｉイ

ｔト
ｏ
ｎ
ノ
ｏ
ｗ
ワ
ａ
」（
下
京
区
下

松
屋
町
通
花
屋
町
下
る
突
抜
二
丁
目
357
、
市

バ
ス
「
島
原
口
」
よ
り
徒
歩
２
分
）
を
、
10

月
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
「
島
原
糸
の
輪
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
の
代
表
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

村む
ら

田た　

敬け
い

太た

郎ろ
う

さ
ん

（
島
原
糸
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

　
　
　
　
　
　

  

代
表
）

未
来
に
つ
な
げ
た
い
　
京
都
の
景
観
の
宝

　

京
都
景
観
賞  

屋
外
広
告
物
部
門

受
賞
作
品
を
決
定

　

よ
り
良
い
広
告
景
観
づ
く
り
の
標
と
な
る
屋
外
広
告
物
を

表
彰
す
る
「
京
都
景
観
賞　

屋
外
広
告
物
部
門
」。
こ
の
度
、

１
２
０
０
件
を
超
え
る
推
薦
の
中
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
受

賞
作
品
を
決
定
。
下
京
区
の
㈱
萩
乃
家

を
含
む
17
件
に
市
長
賞
が
贈
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
萩
乃
家
代
表
の

萩は
ぎ

山や
ま

齋
ひ
と
し

さ
ん
は
、「
古
く
か
ら
大
事
に

し
て
き
た
書
を
用
い
た
意
匠
が
皆
様
の

目
に
と
ま
り
、
大
変
光
栄
で
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
作
品
な
ど
に
つ
い
て
は
、
京
都

市
の
公
式
サ
イ
ト
「
京
都
市
情
報
館
」

や
看
板
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
京
都
か
ん

ば
ん
ね
っ
と
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

市
広
告
景
観
づ
く
り
推
進
室（
☎
708
・
７
６
４
６
）

優
良
消
防
用
設
備
等
の
表
彰
に
つ
い
て

　
京
都
の
玄
関
口
京
都
駅
で

安
心
・
安
全
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す

　

こ
の
度
、
平
成
27
年
度
の
優
良
消
防
用
設
備
等
表
彰
を
、
京

都
駅
ビ
ル
の
管
理
な
ど
を
行
う
京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消
防
庁
長
官
が
、
他
の
模
範
と
な
る
優

れ
た
消
防
用
設
備
の
設
置
者
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

京
都
駅
ビ
ル
で
は
、
平
成
26
年
３
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
に

か
け
て
、
防
災
設
備
の
更
新
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
更
新
に
あ

た
っ
て
は
、
水
災
害
時
に
も
館
内
の
放
送
設
備
や
自
動
火
災
報

知
設
備
が
機
能
す
る
よ
う
、
上
階
へ
の
新
た
な
設
備
の
設
置
な

ど
既
存
の
設
備
を
い
か
し
な
が
ら
も
防
災
機
能
が
大
幅
に
高
め

ら
れ
、
万
一
、
ビ
ル
が
浸
水
し
た
場
合
で
も
、
防
災
設
備
の
機

能
が
維
持
で
き
る
設
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

京
都
駅
ビ
ル
開
発
㈱
の
吉よ

し
た
け武
小こ

じ二
郎

ろ
う

部
長
は
、「
受
賞
を
契

機
と
し
て
、
駅
ビ
ル
ご
利
用
の
市
民
や
観
光
客
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
に
、
社
員
一
同
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
京
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

伝
え
よ
う
日
本
の
文
化
パ
ー
ト
Ⅰ

「
書
初
め
」　

　

お
正
月
に
向
け
て
、

毛
筆
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
日
本
の

良
き
文
化
「
書
初
め
」

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
元
小
学
校
教
師
の

方
を
講
師
に
迎
え
、
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時　

12
月
25
日
（
金
）　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

 

下
京
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
下
京
区
上
之
町
38　

市
バ
ス
「
塩
小

路
高
倉
」
か
ら
徒
歩
５
分
、
京
都
駅
か

ら
徒
歩
10
分
）　

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

25
名
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

持
ち
物　

 

習
字
道
具
（
筆
、
す
ず
り
、
文
鎮
、

墨
汁
、
新
聞
紙
）

申
込
み　

 

12
月
２
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）
に
、

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）
。

問　

下
京
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　

（
☎
371
・
８
２
２
０
）

京都市自治記念式典
　10月15日、平成27年度京都市自治記念式典が京都コンサートホール
にて行われました。式典では、市政に貢献された方々に対し、門川
市長から表彰状の贈呈があり、下京区から、個人98名と67団体の方々
が表彰されました。

高めよう　地域の安心・安全
京都駅前で「下京安心・安全
　　　まちづくりキャンペーン」を実施
　10月19日、地域で地道に防犯の取り組みをされて
いる団体、警察署、区役所などが一丸となって、
子どもと女性の犯罪被害防止などを目指し、安心・
安全まちづくりキャンペーンを実施しました。
　キャンペーンでは、大谷保育園の鼓隊の子どもたちが、元気一杯に演奏を
披露！そして、日ごろから、見守り活動などにより、地域の安心・安全に尽
力されている皆さんに大きな声で「いつも見守ってくれてありがとう」と感
謝の言葉が贈られました。その後、参加団体の皆さんにより、防犯・暴力追
放に向けた街頭啓発が行われました。参加された、下京防犯推進委員協議会の
川
か わ ば た よ し ゆ き

端芳之会長は、「かけがえのない命を守るため、一人ひとりが自覚を持ち、

安心・安全なまちをつくっていきましょう」と話されていました。

京都府交通対策協議会表彰
　区内で長年にわたり地域の交通安

全活動に顕著な功績を残されている

個人４名と１団体の方々が、この度、

交通対策協議会交通安全功労等表彰

を受賞されました。

【個人】 大
だ い と う

藤恒
つ ね

太
た

郎
ろ う

さん（成徳）、八
や ぎ

木

和
か ず

子
こ

さん（菊浜）、貴
き

瀬
せ

勝
まさる

さん

（菊浜）、松
ま つ み や

宮誠
せ い

次
じ

さん（光徳）

【団体】光徳小学校　　　　　 

下京区防災会議を開催
今年は梅小路公園で

下京区総合防災訓練を実施します
　10月16日、区内の防災関係機関などで構成

する「下京区防災会議」を開催しました。

　下京区防災会議では、阪神・淡路大震災の

教訓を踏まえ、自主防災会と連携した防災体

制の確立を目指し、毎年、下京区総合防災訓

練を実施しています。

　平成23年度からは、区内東西の２方面にて、

各学区の防災訓練とあわせて実施してきまし

たが、今年は、更なる地域防災力アップとな

るよう下京区全体から広くご参加いただく総

合防災訓練を、下京区の広域避難場所でもあ

る梅小路公園にて実施することとしました。

普段なかなか目にすることができない、区内

の消防分団が連携して行う訓練もあります。

　平常時からの備えを大切に、皆で地域の

防災力を高めてまいりましょう。

【下京区総合防災訓練】
日時　12月13日（日）午前９時～
場所　梅小路公園

問　地域力推進室総務・防災担当

　　（☎371-7164）

　普段運動されている方もされていな

い方も、現在の体力を知って、今後の

介護予防に役立ててみませんか？

　測定した結果は、あなたに合った運動方法とともに後日お伝えします。さらに、

半年後も測定会を開催しますので、半年後の変化を確かめていただくこともできます。

　健康で元気にいきいきと！健康寿命の延伸に向け、この機会にぜひ、体力測定会に

ご参加ください！

高
瀬
川
音
楽
祭

　

昨
年
の
開
削
400
周
年
に
あ
た
り

設
立
さ
れ
た
「
高
瀬
川
開
削
400
周

年
記
念
事
務
局
」
が
、
高
瀬
川
周

辺
エ
リ
ア
で
音
楽
祭
を
開
催
し
ま

す
！

開 

催
日　

11
月
22
日
（
日
）
、
23
日

（
月
・
祝
）

会 

場　

22
日 

菊
浜
エ
リ
ア
（
ひ
と
・

ま
ち
交
流
館
京
都
、
菊
浜
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
五
條
会
館
、
梅
湯
）
な
ど 

23
日

永
松
エ
リ
ア
（
カ
フ
ェ
ひ

と
こ
え
（
木
屋
町
通
松
原
上
ル
））、

崇
仁
エ
リ
ア
（
柳
原
銀
行
記
念

資
料
館
）

費
用　

無
料

問　

 

高
瀬
川
開
削
400
周
年
記
念
事

務
局
（
ﾒｰﾙ 400@takasegawa.

info

）

梅
小
路
公
園
周
辺
エ
リ
ア
の
写
真
募
集

梅
小
路
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

地
域
資
源
を

再
発
見
、
活
用

す
る
こ
と
で
梅

小
路
エ
リ
ア
の

活
性
化
を
目
指

そ
う
と
、
周
辺
の
住
民
や
エ
リ
ア

で
働
く
方
々
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

「
梅
小
路
エ
リ
ア
地
域
連
携
協
議

会
」
が
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

募
集
期
間　

12
月
15
日（
火
）
ま
で

募 

集
作
品　

梅
小
路
公
園
と
そ
の
周

辺
エ
リ
ア
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

（
撮
影
日
不
問
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方
の
も
の
に
限
る
）

応 

募
方
法　

プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写

真
と
、
作
品
名
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

撮
影
日
、
コ
メ
ン
ト
（
50
字
以

内
）
を
記
入
し
た
用
紙
（
書
式
自

由
）
を
事
務
局
宛
に
持
参
ま
た

は
郵
送
（
〒
600-

８
８
４
１　

下

京
区
朱
雀
正
会
町
１—

１
京
果

会
館
内　

梅
小
路
エ
リ
ア
地
域

連
携
協
議
会
事
務
局
）。

審 

査
方
法　

一
般
観
覧
者
の
投
票

と
主
催
者
の
審
査
に
よ
り
決
定

　

 

応
募
作
品
は
京
果
会
館
２
階
で

１
月
31
日（
日
）
ま
で
展
示

結 

果
発
表　

１
月
末
に
同
協
議
会

事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
賞

作
品
を
発
表
（
入
賞
者
に
は
別

途
、
郵
送
で
通
知
）

注 

意
事
項　

第
三
者
の
肖
像
権
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
応
募
者
の

責
任
に
お
い
て
承
諾
が
あ
っ
た

も
の
と
し
ま
す
。
入
賞
作
品
の

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
ま
た
、
応
募
書
類
・
写
真

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問　

 

梅
小
路
エ
リ
ア
地
域
連
携
協
議

会
事
務
局（
☎
708
・
８
９
８
９
）

わ
く
わ
く
離
乳
食

ま
ち
の
き
ゅ
う
し
ょ
く
し
つ

　

保
育
園
や
給
食
室
で
子
ど
も
の

食
事
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
「
給

食
人
サ
ー
ク
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、

離
乳
食
を
つ
く
っ
て
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
お
子
さ
ん
に

食
べ
さ
せ
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

日
時　

12
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場 

所　

西
七
条
診
療
所
３
階
（
下
京

区
朱
雀
裏
畑
町
73
、
最
寄
り
の

バ
ス
停
「
七
条
千
本
」
下
車
徒
歩

３
分
）

対 

象　

離
乳
食
を
食
べ
て
い
る
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
食
べ
る
お
子

さ
ん
（
１
歳
半
ご
ろ
ま
で
）
と

保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

費
用　

300
円
（
材
料
代
）

持 

ち
物　

お
子
さ
ん
の
食
事
用
エ
プ

ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　

 （
食
べ
慣
れ
た
ス
プ
ー
ン
が
あ
れ

ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

申 

込
み　

12
月
19
日
（
土
）
ま
で
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

問　

 

給
食
人
サ
ー
ク
ル
（
担
当
：

大
谷
）（
☎
090
・
２
３
８
１
・

５
０
２
２
）

左から光徳小学校 岩田校長、松宮さん、大藤さん

日時　12月２日（水）　
　　　受付時間：午後１時30分～３時
　　　（所要時間：１時間程度）
場所　区役所４階会議室
対象　区内在住のおおむね65歳以上の方
費用　無料　　申込み　不要
測定内容　筋力、バランス、敏しょう性、
　　　　　歩行速度、柔軟性など
その他　● �動きやすい服装でお越しくだ

さい。
　　　　● �運動制限のある方は、参加の

可否についてかかりつけ医に
ご確認をお願いします。

問　下京区地域介護予防推進センター（☎361-1060）

曜日 時間帯
月 午前９時15分～11時30分

火 午前９時15分～11時30分
午後１時30分～３時45分

木 午前９時15分～11時30分

測定結果の返却について
　12月７日～２月８日（ただし12月29日～１
月３日を除く）の間に返却します。曜日・
時間帯については下表のうちからお選びく
ださい（測定会当日にご希望を伺います）。

返却場所は火曜日の午後は康生会クリ
ニック、それ以外は武田病院です。

問　衛生課（☎371-7298）

区
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト  
採
択
事
業
の
催
し
情
報

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、

火
を
使
わ
な
い
か
ら
安

全
と
思
っ
て
安
心
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
京
都
市
で
、
昨

冬
の
３
か
月
間
に
発
生
し
た
暖

房
器
具
火
災
10
件
の
う
ち
、
８

件
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
火
災
で
し

た
。

Ｑ�　
ど
う
し
て
火
災
に
な
る

の
？

Ａ�　
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
発
熱
部

に
可
燃
物
が
接
触
す
る
こ
と

で
火
災
に
な
り
ま
す
。

Ｑ�　
ど
ん
な
も
の
が
接
触
す
る

こ
と
が
多
い
の
？

Ａ�　
就
寝
中
に
寝
返
り
な
ど

で
、
布
団
が
電
気
ス
ト
ー
ブ

に
触
れ
た
こ
と
に
よ
る
火
災

が
最
も
多
い
で
す
。
ま
た
、

カ
ー
テ
ン
や
雑
誌
が
触
れ
た

り
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
上
で

干
し
て
い
た
洗
濯
物
が
落
下

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ� 　
電
気
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
な

く
す
に
は
？

Ａ
・
寝
る
前
に
は
、必
ず
ス
ト
ー
ブ

の
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

就
寝
中
の
出
火
は
、
火
災
の

発
見
が
遅
れ
、
大
き
な
火
災
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え
や
す

い
物
の
近
く
や
、
物
が
落
下
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
所
で
は
ス

ト
ー
ブ
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
の
可
燃
物
は
整
理
整
頓

し
、
ス
ト
ー
ブ
の
前
方
か
ら
１
ｍ

以
上
離
し
ま

し
ょ
う
。
ま

た
、
ス
プ
レ
ー

缶

な

ど

は
、

暖
房
器
具
の

熱
で
熱
せ
ら
れ
、
破
裂
や
爆
発

を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
暖
房
器
具
の
近
く
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を
乾
か

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、
正
し
く

使
用
す
れ
ば
安
全
で
便
利
な
暖

房
器
具
で
す
。
適
切
に
取
り
扱

い
、
安
全
で
快
適
な
冬
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
下
京
消
防
署

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

～電気ストーブは安全？～
けすぞう君のＱ＆Ａ

ノロウイルスに気をつけてください！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
の

お
届
け
を
開
始
し
ま
す

問　 南部まち美化事務所（☎681-0456）

　　下京エコまちステーション（☎366-0186）

「有害・危険ごみ」…�石油類、薬品、漂白剤や酸・
アルカリ洗剤など洗浄剤等

「資源物」…�小型家電（30㎝×40㎝×40㎝以下）、
使用済てんぷら油、ＣＤやビデオ
テープなど記憶媒体類、乾電池等

回
収
品
目
例

実施日 時間 場所
12月12日（土） 午前10時～正午 醒泉小学校（正門南側入口）
12月19日（土） 午前10時～正午 七条第三小学校（正門前）

「有害・危険ごみ」や「資源物」を身近な場所で回収します
移動式拠点回収の実施について

回収品目など詳しい内容に
ついては、エコまちステー
ションやまち美化事務所ま
でお問い合わせください。

千
年
を
守
る
　
未
来
を
創
る

下
京
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日

～
12
月
１
日

「
支
え
よ
う
　
素
敵
な
笑
顔
　
も
ど
る
ま
で
」

（
平
成
27
年
度
京
都
府
犯
罪
被
害
者
等
支
援
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

～
社
会
全
体
で
被
害
者
等
を
支
え
、
被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
ま
ち
に
～

問　

下
京
警
察
署（
☎
352
・
０
１
１
０
）

問　地域力推進室まちづくり推進担当 （☎371-7170）

＜祇園祭後祭・大船鉾復興記念特別表彰＞16団体

＜京都西安友好都市提携40周年記念特別表彰＞１名３団体

＜篤志者表彰＞４団体

＜永年勤続市政協力委員表彰＞10名

＜未来の京都まちづくり推進表彰（うるおい）＞36名

＜未来の京都まちづくり推進表彰（活性化）＞10名21団体

＜未来の京都まちづくり推進表彰（すこやか）＞21名20団体

＜未来の京都まちづくり推進表彰（まちづくり）＞20名３団体

 第１回  体力測定会を開催します

　

今
年
10
月
５
日
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま

り
、
い
よ
い
よ
皆
様
の

住
所
あ
て
に
、
通
知
カ
ー

ド
を
簡
易
書
留
で
お
送
り

し
ま
す
。
今
後
、
社
会
保
障
や
税
な
ど
の
手
続
き

の
際
に
必
要
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
受
け
取

ら
れ
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管
し
、
手
続
き
の
際

は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

12
月
に
な
っ
て
も
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
場
合

　

不
在
連
絡
票
に
記
載
さ
れ
た
郵
便
局
で
の
保

管
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
発
送
元

に
返
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
窓
口
課
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

不
在
連
絡
票
が
な
い
場
合
は
、
ま
ず
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

☎
０
５
７
０
・

７
８
３
・
５
７
８)

へ
、
配
送
状
況
を
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
窓
口
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

　

 

（
☎
０
５
７
０
・
０
７
・
３
０
０
３
）

　毎年、この時季になるとノロウイルス
による健康被害が増加し、食中毒や感染
症などの集団感染が問題となります。
　ノロウイルスは感染力が非常に強く、

少量のウイルスでも嘔
お う

吐
と

や下痢などの症
状を引き起こすことがあります。このよ
うな症状がある時は、別の人に感染させ
る可能性もあるので、食品を直接、取り
扱う作業をしないようにしましょう。
　ノロウイルスに感染しないための予防
策としては、手洗いがとても重要です。
しっかりとせっけんで泡立てて、入念に
手を洗うよう、心掛けましょう。指先、
指の間、爪の間、親指の周り、手首など
汚れの残りやすいところは特に丁寧に洗
いましょう。

◆ノロウイルスの特徴
● 感染力がとても強く、少量で感染してしまう。
● ��症状が治った後も便と一緒にウイルスが排出
される。
◆潜伏時間
● 感染から発症まで24～48時間
◆主な症状
● �吐き気、嘔

お う

吐
と

、下痢、腹痛、微熱が１～２
日続く

● �感染しても症状のない場合や、軽い風邪の
ような症状のこともある。
◆日常生活の予防策
● �食事の前やトイレの後は、せっけんで丁寧
に手洗いを行う。

● �食材は、中心部まで十分に加熱（85℃から
90℃で、90秒間以上）をする。

● �調理器具は、しっかり洗浄し、熱湯などで
消毒を行う。

（詳しくは下京区役所ホームページに掲載しています）

消
防
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

入
賞
作
品
の
展
示

日
時　

  

11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

～
29
日
（
日
）

　
　

 　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

場
所　

 

下
京
消
防
署
１
階
ロ
ビ
ー 

Ｑ 

改
修
の
際
、大
変
だ
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ 

予
想
以
上
に
修
繕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

箇
所
が
出
て
き
ま
し
た
。
空
き
家
の
状
態
が

長
い
ほ
ど
、
修
繕
に
時
間
や
労
力
が
か
か
る

の
だ
と
感
じ
、
早
め
に
対
策
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

 　

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
地
域
の
方
々
か
ら

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
「
何
が
で
き
る
の
？
」
と
楽
し
み
に
し

て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ 

今
後
、
こ
の
「
ｉイ

ｔトｏ
ｎ
ノｏ
ｗ
ワａ
」
を
ど
の

よ
う
な
場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

Ａ 

子
ど
も
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ま
で
、
色
ん
な
方
が
集
い
、
交
流
す
る
場
所

に
し
た
い
で
す
。
地
域
の
方
を
は
じ
め
、

観
光
客
の
方
々
、
ま
た
市
民
の
方
で
も
島
原

を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
に
も

ぜ
ひ
、
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｑ 

下
京
区
の
魅
力
は
？

Ａ 

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
下
京
区
で
、
ご

近
所
の
お
付
き
合
い
が
根
付
き
、
住
み
よ

い
下
京
区
が
大
好
き
で
す
。
ま
た
、
島
原

の
あ
た
り
は
、
歴
史
的
な
建
物
も
残
っ
て

い
て
、
と
て
も
魅
力
的
で
す
。「
ｉイ

ｔト
ｏ

ｎ
ノ
ｏ
ｗ
ワ
ａ
」
が
、
島
原
に
つ
い
て
よ
り
多

く
の
方
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る

き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
嬉
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

空
き
家
を
改
修
し
、
活
用
さ
れ
よ
う
と

　
思
っ
た
経
緯
は
？

Ａ 

島
原
は
花
街
と
し
て
栄
え
、
文
人
た
ち

が
交
流
し
た
歴
史
が
あ
り
、
ま
た
下
松

屋
町
通
に
は
繊
維
関
係
の
お
店
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
空
き

家
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
地
域
で
10
年
以
上
、
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
古
民
家
を
活
か
し
、
繊

維
に
ち
な
み
「
糸
」
に
関
す
る
店
舗
や

も
の
づ
く
り
の
ア
ト
リ
エ
、
カ
フ
ェ
な

ど
が
あ
る
、
人
の
交
流
す
る
場
、
も
の

づ
く
り
を
す
る
方
を
支
援
す
る
よ
う
な

場
を
つ
く
れ
た
ら
と
夢
を
描
き
な
が
ら

も
、
実
現
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
報
道
な
ど
を
通
し
、
空
き

家
が
京
都
市
、
そ
し
て
全
国
的
に
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
何
と

か
し
た
い
と
い
う
思
い
は
持
ち
続
け
て

い
ま
し
た
。

　

 　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
夏
に
、
自
分
の
思

い
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
々
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
京
都
市
で
モ
デ
ル
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
も

知
り
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ 

改
修
に
あ
た
っ
て
、
工
夫
さ
れ
た
点
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ 

100
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
建
物
に
、
使

い
や
す
さ
、
新
し
さ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
も
、
で
き
る
限
り
昔
の
状
態
の
ま
ま

で
残
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
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